重い腰を上げた。そんなぼくらに、巨大なダンジョン男は、いっしよに連れてってくれとね
だる。仲間になってくれるなら、ぼくらとしても大歓迎。ぼくら3人は、ダンジョン男と連
れ立って、再び海を目ざした。が-。あと1歩で海、というところで、ダンジョン男が進
めなくなってしまった。体が大きすぎて、狭いヤシのトンネルをくぐれないのだ。
「あっしは、ここまででやんすね。別にかまわないでやんす。では、さらばでやんす」
いやにあっさりと別れを告げるダンジョン男。ぼくらも口々に別れの言葉を述べると、海
に向かってまっしぐらに歩いた。
でも。ようやく海に着いたというのに、ぼくらはそこから1歩も進めなくなってしまった。
海には、船も飛行機も、とにかく、海を渡るためのものが、何1つなかったのだ。
「海を渡りたいのか?なら、サブマリンがなくっちゃだめだな」
どこから来たのか海辺に立っていた男の人が、ぼくらにそう語る。
しかたなくぼくらは、ヤシのトンネルをもどって、どうしたのかと不思議そうな顔をする
ダンジョン男に相談してみた。すると-。
「サブマリン?潜水艦でやんすね。あっしの体の中にあるでやんすよ!」
◆ここで、バトル対戦表を書き替えてもOに。『ダブルバーガー』があれば、食べてもよい。
食べたらHpプラス10し、アイテムリストから『ダブルバーガー』を消して…291ヘ
食べた、ナ表書香トタプルーー」あれ會べてる

